
伊 丹 市 地 域 自 治 組 織 の 設 立 等 に 関 す る 条 例 （ 平 成 ３ ０ 年

伊 丹 市 条 例 第 ８ 号 ）  

 （ 目 的 ）  

第 １ 条  こ の 条 例 は ， 伊 丹 市 ま ち づ く り 基 本 条 例 （ 平 成 １ ５ 年 伊 丹

市 条 例 第 １ 号 ） 第 １ ０ 条 の ２ に 規 定 す る 地 域 自 治 組 織 の 設 立 等 に

関 し ， 必 要 な 事 項 を 定 め る こ と に よ り ， 本 市 に お け る 地 域 コ ミ ュ

ニ テ ィ の 基 盤 強 化 を 図 り ， も っ て 市 民 に よ る 主 体 的 な ま ち づ く り

を 推 進 す る こ と を 目 的 と す る 。  

（ 地 域 自 治 組 織 の 認 定 ）  

第 ２ 条  市 長 は ， 次 の 各 号 の い ず れ に も 該 当 す る も の を 地 域 自 治 組

織 （ 前 条 の 目 的 を 達 成 す る た め の 組 織 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） と し

て 認 定 す る こ と が で き る 。  

⑴  実 施 す る 活 動 の 範 囲 が 伊 丹 市 立 小 学 校 及 び 中 学 校 の 通 学 区 域

等 に 関 す る 規 則 （ 平 成 ２ ３ 年 伊 丹 市 教 育 委 員 会 規 則 第 ２ 号 ） 別

表 第 １ で 定 め る 小 学 校 の 通 学 区 域 （ 以 下 「 小 学 校 の 通 学 区 域 」

と い う 。 ） で あ る こ と 。 た だ し ， 市 長 が 地 域 の 活 動 状 況 に よ り

や む を 得 な い と 認 め る 場 合 は ， こ の 限 り で な い 。  

⑵  前 号 に 規 定 す る 区 域 内 に 居 住 す る 全 て の 住 民 が 構 成 員 に 含 ま

れ て い る こ と 。  

⑶  構 成 員 が ， 地 域 自 治 組 織 が 実 施 す る 活 動 に 参 画 で き る 仕 組 み

及 び 構 成 員 の 意 見 を 広 く 聴 取 す る 仕 組 み を 有 し て い る こ と 。  

⑷  実 施 す る 活 動 に 関 し て ， 構 成 員 に 対 し ， 情 報 を 広 く 発 信 し て

情 報 を 共 有 す る 仕 組 み を 有 し て い る こ と 。  

⑸  個 人 情 報 の 保 護 に 関 す る 法 律 （ 平 成 １ ５ 年 法 律 第 ５ ７ 号 ） に

基 づ き ， 保 有 す る 個 人 情 報 （ 同 法 第 ２ 条 第 １ 項 に 規 定 す る 個 人

情 報 を い う 。 ） に つ い て ， 当 該 個 人 情 報 が 適 切 に 保 護 さ れ る よ

う 必 要 な 措 置 を 講 じ て い る こ と 。  

⑹  情 報 の 公 開 そ の 他 情 報 管 理 を 適 切 に 行 う 体 制 を 有 し て い る こ

と 。  

⑺  運 営 に 必 要 な 役 員 と し て ， 代 表 者 ， 会 計 監 査 そ の 他 規 則 で 定



め る 役 員 が 選 任 さ れ て い る こ と 。  

⑻  地 域 が 抱 え る 課 題 を 解 決 す る た め ， 規 則 で 定 め る 部 会 を 設 置

し て い る こ と 。  

⑼  目 的 ， 名 称 ， 事 務 所 の 所 在 地 ， 代 表 者 の 選 出 方 法 ， 総 会 の 運

営 方 法 ， 前 号 で 定 め る 部 会 ， 監 査 そ の 他 組 織 の 民 主 的 な 運 営 に

必 要 な 事 項 と し て 規 則 で 定 め る も の が 規 約 に 定 め ら れ て い る こ

と 。  

２  前 項 の 認 定 は ， 一 の 小 学 校 の 通 学 区 域 又 は 同 項 第 １ 号 た だ し 書

に よ り 市 長 が や む を 得 な い と 認 め た 区 域 に つ き 一 団 体 に 限 り 行 う

も の と す る 。  

３  第 １ 項 の 認 定 を 受 け よ う と す る も の は ， 規 則 に 定 め る と こ ろ に

よ り ， 市 長 に 申 請 し な け れ ば な ら な い 。  

４  地 域 自 治 組 織 は ， 第 １ 項 の 規 定 に よ り 認 定 さ れ た 内 容 を 変 更 し

よ う と す る 場 合 は ， 規 則 で 定 め る と こ ろ に よ り ， 市 長 に 申 請 し な

け れ ば な ら な い 。  

５  第 １ 項 の 規 定 は ， 前 項 の 規 定 に よ る 申 請 に つ い て 準 用 す る 。  

６  前 ２ 項 の 規 定 に か か わ ら ず ， 小 学 校 の 通 学 区 域 が 変 更 さ れ た 場

合 で あ っ て も ， 地 域 自 治 組 織 が 実 施 す る 活 動 の 範 囲 に 変 更 が な い

と き は ， 変 更 の 申 請 を 要 し な い 。  

７  市 長 が 必 要 と 認 め る 場 合 は ， 第 １ 項 及 び 第 ５ 項 の 規 定 に よ り 準

用 す る 第 １ 項 に 規 定 す る 認 定 に 際 し ， 条 件 を 付 す る こ と が で き る 。  

（ 地 域 自 治 組 織 の 責 務 ）  

第 ３ 条  地 域 自 治 組 織 は ， 地 域 に お け る 自 治 の 推 進 を 図 る た め ， 地

域 が 抱 え る 課 題 の 解 決 に 向 け て 地 域 活 動 に 取 り 組 む と と も に ， よ

り 良 い 地 域 づ く り に 努 め る も の と す る 。  

２  地 域 自 治 組 織 は ， 事 業 の 円 滑 な 運 営 に 努 め る と と も に ， 適 切 な

会 計 処 理 を 行 わ な け れ ば な ら な い 。  

（ 地 域 自 治 組 織 へ の 支 援 ）  

第 ４ 条  市 は ， 第 １ 条 の 目 的 を 達 成 す る た め ， 地 域 自 治 組 織 の 設 立  

及 び 地 域 活 動 の 運 営 そ の 他 地 域 に お け る 自 治 の 推 進 に ， 必 要 に 応



じ て 職 員 を 派 遣 し ， 情 報 提 供 ， 助 言 等 ， 必 要 な 支 援 を 行 う も の と

す る 。  

（ 地 域 自 治 組 織 へ の 市 民 の 参 画 等 ）  

第 ５ 条  市 民 は ， 地 域 自 治 組 織 が 実 施 す る 活 動 に 積 極 的 に 参 画 す る  

よ う 努 め な け れ ば な ら な い 。  

２  地 域 自 治 組 織 は ， 必 要 に 応 じ て ， 第 ２ 条 第 １ 項 第 １ 号 に 規 定 す

る 区 域 内 で 事 業 及 び 活 動 を 行 う 個 人 又 は 法 人 ， 通 学 者 ， 通 勤 者 及

び 団 体 と 連 携 す る も の と す る 。  

（ 地 域 ビ ジ ョ ン の 策 定 等 ）  

第 ６ 条  地 域 自 治 組 織 は ， 地 域 ご と の 地 理 的 な 特 性 ， 自 然 ， 歴 史 等

の 地 域 資 源 等 を 活 用 し ， 地 域 の 課 題 を 解 決 す る た め ， 次 の 各 号 に

掲 げ る 事 項 を 定 め た 計 画 （ 以 下 「 地 域 ビ ジ ョ ン 」 と い う 。 ） を 策

定 す る も の と す る 。  

⑴  将 来 像  

⑵  現 状 と 課 題  

⑶  課 題 を 解 決 す る た め の 基 本 方 針  

⑷  前 号 の 基 本 方 針 に 沿 っ た 具 体 的 な 取 組  

２  地 域 ビ ジ ョ ン の 計 画 期 間 は ， １ ０ 年 と す る 。  

３  第 １ 項 第 ４ 号 に 掲 げ る 取 組 の 内 容 は ， 次 に 掲 げ る 分 野 ご と に 定

め る も の と す る 。  

⑴  健 康 及 び 福 祉 に 関 す る こ と 。  

⑵  地 域 環 境 に 関 す る こ と 。  

⑶  防 犯 ， 防 災 及 び 交 通 安 全 に 関 す る こ と 。  

⑷  地 域 の 活 性 化 に 関 す る こ と 。  

⑸  子 ど も の 健 全 育 成 に 関 す る こ と 。  

⑹  地 域 活 動 の 拠 点 に 関 す る こ と 。  

⑺  地 域 自 治 の 強 化 に 関 す る こ と 。  

⑻  そ の 他 地 域 自 治 組 織 が 必 要 と 認 め る 分 野  

４  地 域 自 治 組 織 は ， 地 域 ビ ジ ョ ン の 策 定 に あ た っ て は 熟 議 を 行 わ

な け れ ば な ら な い 。  



５  市 は ， 地 域 ビ ジ ョ ン の 策 定 の 過 程 に 参 画 し ， 市 の 方 針 及 び 施 策

等 に つ い て 十 分 な 説 明 責 任 を 果 た さ な け れ ば な ら な い 。  

６  地 域 ビ ジ ョ ン は ， 地 域 自 治 組 織 の 総 会 の 議 決 を 経 た 上 で ， 構 成

員 に 周 知 し な け れ ば な ら な い 。  

７  地 域 自 治 組 織 は ， 第 １ 項 第 １ 号 に 規 定 す る 将 来 像 の 実 現 の た め

に ， 地 域 ビ ジ ョ ン の 進 捗 管 理 を し な け れ ば な ら な い 。  

８  地 域 自 治 組 織 は ， 地 域 ビ ジ ョ ン の 進 捗 状 況 を 構 成 員 に 周 知 し な

け れ ば な ら な い 。  

９  地 域 自 治 組 織 は ， 地 域 ビ ジ ョ ン に 基 づ き ， 年 度 ご と に 事 業 実 施

計 画 を 定 め る も の と す る 。  

１ ０  地 域 自 治 組 織 は ， 必 要 に 応 じ て 地 域 ビ ジ ョ ン の 変 更 を 行 う も

の と す る 。 こ の 場 合 に お い て は ， 第 ４ 項 及 び 第 ６ 項 の 規 定 を 準 用

す る 。  

（ 地 域 総 括 交 付 金 ）  

第 ７ 条  市 長 は ， 予 算 の 範 囲 内 に お い て ， 地 域 ビ ジ ョ ン の 実 現 に 資

す る も の で 地 域 自 治 組 織 の 運 営 に 要 す る 経 費 等 に 対 し ， 地 域 総 括

交 付 金 （ 以 下 「 交 付 金 」 と い う 。 ） を 交 付 す る こ と が で き る 。  

２  交 付 金 の 交 付 を 受 け よ う と す る 地 域 自 治 組 織 は ， 地 域 ビ ジ ョ ン

を 市 長 に 届 け 出 る と と も に ， 市 長 が 別 に 定 め る と こ ろ に よ り ， 市

長 に 申 請 し な け れ ば な ら な い 。  

３  前 項 の 規 定 に よ り 届 出 を し た 後 に 前 条 第 １ ０ 項 の 規 定 に よ る 地

域 ビ ジ ョ ン の 変 更 を 行 っ た 場 合 に は ， 市 長 に 対 し て そ の 旨 を 届 け

出 な け れ ば な ら な い 。  

（ 監 査 の 実 施 及 び 実 績 報 告 ）  

第 ８ 条  交 付 金 の 交 付 を 受 け た 地 域 自 治 組 織 は ， 年 度 ご と に 監 査 を

実 施 す る と と も に ， 事 業 の 実 績 を 市 長 に 報 告 し な け れ ば な ら な い 。  

（ 交 付 決 定 の 取 消 し ， 交 付 金 の 返 還 及 び 繰 越 し ）  

第 ９ 条  市 長 は ， 地 域 自 治 組 織 が 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る 場

合 に お い て は ， 交 付 金 の 交 付 決 定 の 全 部 又 は 一 部 を 取 り 消 す こ と

が で き る 。  



⑴  第 ７ 条 第 １ 項 に 規 定 す る 経 費 以 外 に 使 用 し た と き 。  

⑵  交 付 金 の 交 付 決 定 の 内 容 又 は こ れ に 付 さ れ た 条 件 に 違 反 し た

と き 。  

⑶  交 付 金 の 全 部 又 は 一 部 を 使 用 し な か っ た と き 。  

⑷  そ の 他 こ の 条 例 に 違 反 し た と き 。  

２  市 長 は ， 前 項 の 規 定 に よ り 交 付 金 の 交 付 の 決 定 を 取 り 消 し た 場

合 は ， 期 限 を 定 め て 当 該 取 消 し に 係 る 交 付 金 の 返 還 を 命 じ る も の

と す る 。  

３  第 １ 項 第 ３ 号 の 規 定 に か か わ ら ず ， 地 域 自 治 組 織 が 地 域 ビ ジ ョ

ン の 実 現 の た め に 必 要 と 認 め る 場 合 は ， 市 長 と 協 議 の 上 ， 交 付 金

を 次 年 度 に 繰 り 越 す こ と が で き る 。  

 （ 調 査 等 ）  

第 １ ０ 条  市 長 は ， 交 付 金 の 交 付 を 受 け た 地 域 自 治 組 織 の 適 正 な 運

営 の た め 必 要 と 認 め る 場 合 は ， 当 該 組 織 に 報 告 を 求 め ， 又 は 帳 簿

書 類 そ の 他 の 物 件 を 調 査 で き る 。  

２  市 長 は ， 前 項 の 報 告 又 は 調 査 の 結 果 に よ り 必 要 が あ る と 認 め る

場 合 は ， 地 域 自 治 組 織 に 対 し て 指 導 又 は 助 言 を 行 う こ と が で き る 。  

３  地 域 自 治 組 織 は ， 規 則 で 定 め る と こ ろ に よ り ， 書 類 を 保 管 し な

け れ ば な ら な い 。  

 （ 是 正 措 置 等 ）  

第 １ １ 条  市 長 は ， 地 域 自 治 組 織 が 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る

場 合 に お い て は ， 是 正 を 命 じ る こ と が で き る 。  

⑴  第 ２ 条 第 １ 項 各 号 の 規 定 に 該 当 し な く な っ た と 認 め る と き 。  

 ⑵  地 域 自 治 組 織 の 規 約 に 基 づ い た 運 営 が 行 わ れ て い な い と 認 め

る と き 。  

 ⑶  前 各 号 に 掲 げ る も の の ほ か ， 市 長 が 必 要 と 認 め る と き 。  

２  市 長 は ， 地 域 自 治 組 織 が 前 項 の 是 正 命 令 に 従 わ な い 場 合 は ， 地

域 自 治 組 織 の 認 定 を 取 り 消 す こ と が で き る 。  

（ 委 任 ）  

第 １ ２ 条  こ の 条 例 の 施 行 に 関 し 必 要 な 事 項 は ， 規 則 で 定 め る 。  



付  則  

 （ 施 行 期 日 ）  

１  こ の 条 例 は ， 平 成 ３ ０ 年 ６ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し ， 第 ７

条 か ら 第 １ ０ 条 ま で の 規 定 は ， 平 成 ３ １ 年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  

 （ 経 過 措 置 ）  

２  こ の 条 例 の 施 行 の 日 前 に ， 伊 丹 市 地 域 自 治 組 織 設 立 等 試 行 事 業

実 施 要 綱 （ 平 成 ２ ６ 年 １ ２ 月 制 定 。 以 下 「 要 綱 」 と い う 。 ） の 規

定 に よ り 設 立 し た 地 域 自 治 組 織 は ， こ の 条 例 第 ２ 条 第 １ 項 に よ る

認 定 を 受 け た も の と み な す 。  

３  こ の 条 例 の 施 行 の 日 前 に 要 綱 の 規 定 に よ り 認 定 を 受 け た 地 域 ビ

ジ ョ ン は ， こ の 条 例 第 ７ 条 第 ２ 項 に よ る 届 出 が あ っ た も の と み な

す 。  

（ 伊 丹 市 ま ち づ く り 基 本 条 例 の 一 部 改 正 ）  

４  伊 丹 市 ま ち づ く り 基 本 条 例 （ 平 成 １ ５ 年 伊 丹 市 条 例 第 １ 号 ） の

一 部 を 次 の よ う に 改 め る 。  

  第 １ ０ 条 の 次 に 次 の １ 条 を 加 え る 。  

（ 地 域 自 治 組 織 ）  

第 １ ０ 条 の ２  市 民 は ， 市 民 に よ る 主 体 的 な ま ち づ く り の 推 進 を

図 る た め ， 概 ね 小 学 校 の 通 学 区 域 を 単 位 と し て ， 当 該 区 域 内 の

住 民 を は じ め と す る 多 様 な 主 体 で 構 成 さ れ る 地 域 自 治 組 織 を 設

立 す る こ と が で き る 。  

２  市 は ， 地 域 自 治 組 織 の 設 立 及 び 運 営 に つ い て ， 必 要 な 支 援 を

行 う も の と す る 。  

３  市 長 は ， 地 域 自 治 組 織 を ， 一 地 域 に つ き 一 団 体 に 限 り ， 認 定

す る こ と が で き る 。  

４  前 項 の 認 定 を 受 け た 地 域 自 治 組 織 は ， 構 成 員 の 参 画 を 保 障 す

る と と も に ， 民 主 的 で 透 明 性 の あ る 運 営 を 行 う も の と す る 。  

５  地 域 自 治 組 織 に 関 し 必 要 な 事 項 は ， 別 に 条 例 で 定 め る 。  


